
Ｈ
・

レ
ツノ

ク

「
Ｊ
．
Ｈ
・
ｖ
・
チ
ュ
…
ネ
ン
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
」

　
　
　
｝
９
げ
Ｏ
斗
－
自
Ｏ
斥
一
Ｎ
暮
ひ
斥
◎
目
◎
旨
げ
Ｏ
ざ
箏
－
９
毒
宗
の
－
声
く
．
弓
－
一
巨
Ｏ
Ｐ

　
　
　
　
　
　
Ｎ
冒
里
葬
９
§
胴
宗
『
匿
邑
け
讐
。
・
ま
９
９
－
旨
ざ
暑
宇
け
。
・
Ｏ
罫
津

　
　
　
　
　
　
ぎ
峯
８
区
９
巨
繕

　
　
　
　
　
　
く
串
屋
９
ｑ
Ｕ
げ
オ
宇
誌
Ｏ
プ
巴
戸
吋
Ｏ
昌
員
Ｈ
竃
９
Ｈ
Ｏ
◎
ト
Ｏ
Ｏ
Ｏ
岸
Ｏ
目
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
藪
　
　
輝

ば
し

が
き

　
第
二
次
大
戦
終
了
後
、
す
で
に
一
九
四
五
年
九
月
か
ら
始
め
ら
れ
た

東
ド
イ
ツ
の
土
地
改
革
は
、
農
業
に
お
げ
る
生
産
関
係
を
根
本
的
に
変

化
さ
せ
た
。
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
土
地
所
有
を
解
体
し
て
土

地
の
少
な
い
農
民
や
農
業
労
働
者
や
移
住
者
に
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
東
ド
イ
ツ
の
農
業
を
特
徴
づ
け
て
い
た
ユ
ソ
カ
ー
経
営
は
一
掃
せ

ら
れ
た
。
そ
れ
に
代
っ
て
、
今
や
人
民
所
有
農
場
（
＜
向
○
）
、
農
業
生

産
協
同
組
合
（
■
勺
○
）
、
機
械
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
（
く
弓
ｏ
ｏ
）
等

の
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
が
、
東
ド
ィ
ツ
の
農
業
発
展
を
規
定
す
る
力

雄

に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
一
九
五
三
年
の
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
お
け

る
農
業
の
杜
会
的
構
成
を
、
土
地
分
布
に
ょ
っ
て
示
す
と
次
表
の
如
く

で
あ
る
。

　
）
　
％
　
布

鴛
白
土
会　
る
杜　
け
の
お

業
こ
農
熱
　
膿

Ｈ
・
ル
ッ
ク
『
Ｊ
．
Ｈ
・
ｖ
チ
ユ
ー
ネ
ン
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』
（
大
藪
）

４

１
２

１
４

１
４

４
６

場
農
有
所
民
人

ｎ
　
ｒ
　
ｒ

ｅ
　
ｅ
　
ｅ

ｂ
ｄ
ｄ

ａｇ
ｎ
ｆ
ｅ
ｕ
Ｖ
ｍ

Ａ
１
　
ｔ
ｅ
ｋ
１
ｅ
ｔ
７

Ｄ
Ｐ
ｆ

；
ｓ
ａ
Ｓ

ｔ
ｒ
ｈ

曲
胱
廊
弘

．
ｎ
ｅ
止
１
９

１
ｂ
砒
ｗ

Ｕ
　
　
ｄ
Ｒ

　
ｄ
狐
Ｄ

Ｗ
ｍ
Ｌ
Ｄ

二
四
七
　
（
六
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
五
晋
）

　
す
な
わ
ち
、
全
土
地
面
積
の
約
三
〇
〆
が
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
に

属
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
農
業
生
産
協
同
組
合
の
増
加
、
人
民
所
有
で

あ
る
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
役
割
を
考
え
る
な
ら
ば
、
杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
の
東

ド
イ
ツ
農
業
に
お
け
る
役
割
は
更
に
大
き
な
も
の
と
た
ろ
う
。

　
農
業
に
お
け
る
生
産
閑
係
の
こ
の
よ
う
な
根
本
的
変
化
は
、
そ
れ
に

相
応
し
て
、
新
し
い
杜
会
主
義
的
な
農
業
経
済
学
を
必
要
と
す
る
に
い

た
る
。
し
か
る
に
、
諸
大
学
に
お
け
る
農
業
経
済
学
の
講
義
は
依
然
と
し

て
資
本
主
義
的
農
業
経
済
学
（
む
し
ろ
農
業
経
営
学
と
い
っ
た
方
が
適

切
で
あ
る
が
）
を
主
と
し
、
現
実
の
発
展
に
た
い
し
て
大
き
な
立
遅
れ

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
立
遅
れ
を
克
服
し
、
新
し
い
杜
会
主
義
的
農
業

経
済
学
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は
、
テ
ー
ヤ
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
、
工
－
レ

ボ
ー
、
ブ
リ
ソ
ク
マ
ソ
と
長
い
伝
統
を
も
ち
、
現
在
に
お
い
て
も
大
き

な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
資
本
主
義
的
農
業
経
済
学
の
根
本
的
批
判
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

喫
緊
の
課
題
と
た
っ
て
き
た
。

　
ロ
シ
ュ
ト
ヅ
ク
大
学
教
授
就
職
論
文
と
し
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
こ

の
課
題
に
答
え
る
た
め
に
、
下
イ
ツ
の
生
ん
だ
独
創
的
な
農
業
経
済
学

考
フ
ォ
ソ
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
か
ら
全
面
的
に
批

判
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
農
業
経
済
学
は
ま
ず
ド
イ
ツ
か
ら
と
り
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
八
　
（
六
九
四
）

ら
れ
、
相
当
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
た
が
ら
そ
の
根
本
的

批
判
と
位
置
づ
け
は
従
来
必
ず
し
も
十
分
に
た
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え

な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
書
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
農
業
経
済
学

を
考
え
て
ゆ
く
上
に
多
く
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
明
ら
か
に
、
し
、
ル
ッ
ク
と
ほ
ぽ
同
一
の

　
　
　
　
立
場
か
ら
、
最
初
に
こ
の
問
題
を
提
起
し
た
も
の
と
し
て
、

　
　
　
　
≧
守
＆
宗
目
冒
邑
冒
ら
串
９
亮
昌
彗
色
。
・
け
｛
。
・
〇
三
彗
－
目
７

　
　
　
　
饒
。
・
ｏ
ぎ
声
胃
胃
寿
◎
８
旨
－
ｏ
．
向
巨
ぎ
岸
オ
■
べ
宕
蟹
９

　
　
　
　
ｏ
◎
ｏ
◎
ｏ
甲
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
一

　
本
書
は
四
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
「
封
建
的
生
産
様
式
の
経

済
構
造
」
と
第
二
章
「
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
け
る
、
賦
役
に
基
ず
く

グ
ー
ツ
経
営
の
発
生
と
そ
の
資
本
主
義
的
ユ
ソ
ヵ
－
経
営
へ
の
転
化
」

で
は
、
封
建
的
生
産
様
式
か
ら
資
本
主
義
的
生
産
様
式
へ
の
発
展
の
二

つ
の
道
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
と
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
理
論
の
形
成
の
歴

史
的
背
景
を
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
け
る
農

業
資
本
主
義
化
の
所
謂
「
プ
ロ
シ
ャ
型
」
の
コ
ー
ス
が
、
歴
史
具
体
的

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

…

』
１二

．
、
一

一
川



　
彼
自
身
一
企
業
地
主
で
あ
り
、
「
純
収
益
」
の
最
大
を
目
標
と
し
て
　
　
　
　
　
　
声
Ｈ
」
暮
７
Ｎ
暮
茅
◎
昌
昌
ぎ
げ
９
５
亭
０
ま
。
・
ざ
訂
昌

経
営
し
た
自
己
の
農
、
場
（
テ
ロ
ｉ
農
場
）
の
簿
記
帳
を
基
鍵
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
葭
Ｏ
ぎ
ユ
争
く
昌
弓
毒
目
９
．
Ｎ
Ｏ
－
冴
Ｏ
～
奉
曽
『
Ｏ
窃
Ｏ
巨
Ｏ
ブ
ー

そ
の
理
論
を
樹
立
し
た
と
い
わ
れ
る
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
、
根
本
的
に
批
判
　
　
　
　
　
　
　
蒜
三
詔
ｏ
易
ｏ
訂
饒
暑
＼
ト
岩
閉
９
Ｃ
り
・
・
。
Ｎ
睾
・
が
あ
る
一
、

す
る
た
め
に
は
、
彼
の
生
き
た
時
代
の
事
実
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

ど
う
し
て
も
必
要
で
お
る
。

　
特
に
第
二
章
は
、
歴
史
家
の
眼
か
ら
す
れ
ぼ
多
く
の
欠
陥
を
持
ち
、
　
　
　
　
以
下
第
三
章
の
主
た
る
内
容
を
順
次
見
て
ゆ
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

細
か
い
批
判
が
な
さ
れ
）
る
で
あ
ろ
う
が
、
所
謂
「
プ
ロ
シ
ャ
型
」
の
　
　
　
　
ま
ず
第
一
節
で
ル
ヅ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ア
メ

農
業
資
本
主
義
化
の
大
筋
を
把
握
す
る
た
め
に
は
極
め
て
興
味
深
い
章
　
　
　
リ
カ
型
の
農
業
資
本
主
義
化
と
、
プ
ロ
シ
ャ
型
の
農
業
資
本
主
義
化
と

で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
上
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
　
　
　
の
各
々
に
特
徴
的
な
農
業
制
度
に
っ
い
て
述
べ
て
い
る
。

き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
両
者
（
す
た
わ
ち
資
本
主
義
的
小
作
制
度
と
資
本
主
義
的
ユ
ソ

　
こ
う
し
た
玩
実
を
背
景
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
た
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
論
　
　
　
カ
ー
経
営
）
は
、
農
業
が
資
本
に
従
属
し
、
農
業
に
資
本
主
義
の
基
本

を
分
析
し
て
、
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
理
論
家
と
し
て
の
彼
の
特
徴
を
明
ら
　
　
　
的
経
済
法
則
が
作
用
し
て
い
る
点
で
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し

か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
第
三
章
「
資
本
主
義
的
ユ
ソ
ヵ
１
経
営
の
理
　
　
　
ア
メ
リ
ヵ
型
の
発
展
に
お
い
て
は
所
謂
三
分
割
制
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で

論
家
ヨ
ハ
ソ
．
ハ
イ
ソ
リ
ッ
ヒ
．
フ
ォ
ソ
．
チ
ュ
ー
ネ
ソ
」
で
あ
り
、
　
　
　
は
農
業
資
本
家
が
土
地
所
有
者
よ
り
借
地
し
て
、
農
業
労
働
者
か
ら
剰

チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
論
を
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
、
ま
た
現
在
の
西
　
　
　
余
価
値
を
搾
坂
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
ブ
ロ
シ
ャ
型
の
発
展
で
は
、

ド
ィ
ッ
に
お
い
て
、
更
に
は
東
ド
ィ
ツ
の
杜
会
主
義
的
農
業
経
済
学
の
　
　
　
土
地
所
有
者
と
資
本
家
は
分
離
せ
ず
、
羊
、
の
た
め
に
利
潤
と
地
代
と
が

基
礎
づ
け
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
「
弁
護
論
」
の
批
判
が
第
四
　
　
　
一
体
と
た
り
、
土
地
所
有
者
の
収
得
す
る
「
純
収
益
」
が
全
剰
余
労
働

章
の
内
容
を
な
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
通
常
の
形
態
で
あ
る
点
に
お
い
て
前
者
と
異
っ
て
い
る
。
更
に
ブ
ロ

　
（
註
）
　
歴
史
家
の
立
場
か
ら
の
批
判
と
し
て
は
○
雪
－
崖
＆
｝
憂
貝
　
　
　
シ
ャ
型
の
発
展
で
は
、
資
本
主
義
化
が
革
命
に
よ
っ
て
で
は
な
く
改
革

　
　
Ｈ
・
ル
ツ
ク
『
Ｊ
．
Ｈ
・
、
マ
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
擬
済
”
字
説
に
よ
せ
て
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
九
　
（
六
九
五
）

ダ
薫
貯
ギ
娑
乳
菱
鼠
驚
、
ポ
ダ
終
ポ
婁

．
ポ
…
、
掌
込
…
一
、
三
ギ
ー
；

，
｝
．
夢
ｆ
　
曲
、
　
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
五
号
）

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
た
め
、
封
建
的
残
津
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
農
業
労
働
者
の
性
格
に
、
人
格
的
従
属
、
現
物
賃
銀
、
土
地
の
賦

与
等
の
前
期
的
性
格
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
現

と
し
て
、
古
典
派
経
済
学
と
テ
ー
ヤ
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
等
の
農
業
経
済
学

が
発
生
し
た
。
そ
の
場
合
、
古
典
派
経
済
学
が
資
本
主
義
的
生
産
様
式

を
そ
の
全
体
性
に
お
い
て
研
究
し
た
の
に
た
い
し
、
テ
ー
ヤ
と
チ
ュ
ー

ネ
ソ
と
は
資
本
主
義
的
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
直
接
の
要
求
か
ら
出
発
し

た
。
そ
の
た
め
彼
等
の
経
済
学
は
、
利
潤
生
産
と
し
て
の
資
本
主
義
的

ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
理
論
的
反
映
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
。　

第
二
節
で
は
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
本
主
義
的
農
業
経
済
学
の
建
設

者
と
し
て
の
Ａ
・
Ｄ
ニ
ア
ー
ヤ
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
彼
は
そ
の
「
合
理
的
農
業
原
理
」
（
○
Ｈ
旨
ま
津
墨
宗
『
Ｓ
ｑ
昌
Ｏ
－
．

一
ｇ
■
彗
｛
至
Ｈ
房
ｏ
罫
芹
Ｈ
◎
。
ｏ
ゆ
－
誌
旨
）
に
お
い
て
、
資
本
主
義
的
農

業
生
産
の
目
的
を
最
初
に
設
定
し
た
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
く

「
農
業
は
植
物
性
お
よ
び
動
物
性
の
物
質
の
生
産
に
よ
っ
て
（
時
と
し
て

は
ま
た
そ
の
加
工
に
よ
っ
て
）
、
利
潤
を
生
産
す
る
か
ま
た
は
貨
幣
を

獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
つ
の
営
業
で
あ
る
。
か
か
る
利
潤
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
　
（
六
九
六
）

継
続
的
に
高
け
れ
ば
高
い
程
、
こ
の
目
的
は
ま
す
ま
す
完
全
に
充
た
さ

れ
る
。
そ
れ
故
に
最
も
完
全
な
農
業
と
は
、
そ
の
経
営
か
ら
、
資
力
、

能
力
、
外
的
事
情
に
応
じ
て
出
来
る
だ
け
継
続
的
に
高
い
利
潤
を
得
る

農
業
の
こ
と
で
あ
る
。
Ｌ
と
。

　
こ
う
し
て
テ
ー
ヤ
は
資
本
主
義
的
農
業
生
産
の
目
的
を
設
定
し
、
そ

の
目
的
達
成
の
た
め
の
原
理
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
彼
は
「
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
た
め
の
地
な
ら
し
を
し
た
。
」
「
Ａ
．
テ

ー
ヤ
は
利
潤
生
産
と
し
て
の
資
本
主
義
的
農
業
生
産
の
目
的
を
規
定
し

た
。
し
か
し
、
彼
は
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
経
済
的
範
壌
は
殆
ん
ど

研
究
し
な
か
っ
た
。
Ｊ
・
Ｈ
・
ｖ
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
こ
こ
か
ら
出
発
し

た
。
彼
は
第
一
に
資
本
主
義
的
ユ
ソ
カ
ｉ
経
営
の
生
産
に
た
い
す
る
、

経
済
法
則
の
作
用
を
研
究
し
た
。
」
（
Ｃ
Ｏ
．
Ｏ
。
り
）

　
第
三
節
で
ル
ッ
ク
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
経
済
理
論
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
本
書
の
主
な
る
部
分
で
あ
る
。

　
最
初
に
ル
ッ
ク
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
理
論
の
出
発
点
、
目
的
、
結
果
お
．

よ
び
そ
の
限
界
に
つ
い
て
の
特
徴
づ
け
を
あ
た
え
る
。
す
な
わ
ち
、
チ

ュ
ー
ネ
ソ
は
彼
の
研
兜
を
、
資
本
主
義
的
ユ
ソ
カ
ー
経
営
、
特
に
彼
自

身
の
経
営
か
ら
始
め
た
。
そ
し
て
そ
の
目
的
は
、
資
本
主
義
的
ユ
ソ
カ

ー
経
営
が
最
大
の
「
純
収
益
」
を
得
る
た
め
に
は
如
何
に
す
れ
ぼ
よ
い



か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
彼
の
理
論
は
「
資
本

主
義
的
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
経
済
学
と
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
に
お
け

る
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
立
場
を
総
括
的
に
基
礎
づ
げ
て
い
る
。
－
…
・

　
資
本
主
義
的
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
生
産
に
た
い
す
る
資
本
主
義
の
基
本

的
経
済
法
則
と
、
価
値
法
則
の
作
用
を
研
究
し
、
農
業
の
組
織
化
に
た

い
す
る
こ
の
法
則
の
要
求
を
考
察
し
て
い
る
。

　
様
々
の
経
営
組
織
の
能
率
を
規
定
し
、
そ
の
合
目
的
性
を
基
礎
づ
げ

資
本
主
義
的
農
業
生
産
の
一
般
的
目
的
と
一
致
さ
せ
て
い
る
。
」
（
ｏ
ｏ
・
。
◎
ｏ

申
）
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
隈
界
は
彼
の
階
級
と
結

び
つ
い
た
思
考
に
あ
っ
た
。
「
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
時
代
に
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
問
の
階
級
対
立
が
す
で
に
存
在
し
、

顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
し
て
、
資
本
主
義
的
生

産
様
式
の
根
本
的
矛
盾
と
敵
対
性
を
研
究
せ
し
め
た
。
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は

資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
根
不
矛
盾
を
資
本
主
義
的
手
段
で
解
決
し
よ

う
と
試
み
た
。
こ
れ
が
彼
の
労
作
の
弁
護
論
的
特
徴
を
規
定
し
た
し
」

（
ｃ
り
一
８
）
と
。

　
こ
う
述
べ
た
後
ル
ッ
ク
は
「
新
ロ
ッ
ユ
ト
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
」

誌
の
チ
ュ
ー
ネ
ソ
解
釈
に
反
対
し
て
「
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
古
典
派
経
済
学

者
の
地
位
に
あ
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
『
科
学
的
杜
会
主
義
以
前
の

　
　
　
Ｈ
．
ル
ッ
ク
『
Ｊ
．
Ｈ
・
ｖ
・
チ
ユ
ー
ネ
ン
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』

最
後
の
空
想
的
杜
会
主
義
者
』
で
も
な
く
て
、
資
本
主
義
的
ユ
ソ
カ
ー

経
営
の
理
論
家
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
み
功
績
が

お
っ
た
。
Ｌ
（
○
り
・
り
）
）
こ
と
を
示
す
こ
と
に
本
書
の
目
的
を
お
い
て
い
る
。

そ
し
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
経
済
理
論
は
、
ま
と
ま
っ
た
体
系
と
見
傲
す
こ

と
は
で
ぎ
な
い
と
し
て
、
次
の
三
項
目
に
分
け
て
薮
述
し
て
い
る
。

　
回
信
用
、
利
子
、
利
子
率
に
つ
い
て
の
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
見
解
。

　
旧
地
代
論
。

　
向
自
然
労
賃
論
ｉ
杜
会
主
義
に
た
い
す
る
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
立
場
と

．
彼
の
哲
学
的
見
解
。

　
回
信
用
、
利
子
、
利
子
率
に
つ
い
て
の
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
見
解

　
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
、
一
八
一
七
年
に
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
ヘ
の
信
用
組
織

　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

の
導
入
に
つ
い
て
提
案
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
初
頭
、
ユ
ソ

カ
ー
経
営
の
大
部
分
が
負
債
に
苦
し
ん
で
い
た
の
を
助
け
る
た
め
に
、

長
期
信
用
を
供
与
し
て
こ
の
負
債
の
償
却
に
あ
て
さ
せ
る
と
共
に
経
営

資
本
を
豊
冨
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
チ
ュ
ー
ネ

ソ
が
資
本
主
義
的
ユ
ソ
ヵ
－
経
営
を
強
化
し
よ
一
）
と
す
る
意
図
が
明
白

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
・

　
次
い
で
「
弧
立
国
」
（
一
）
ゆ
二
〇
・
ｏ
豪
『
ａ
ｃ
り
叶
竃
二
目
巾
ｏ
ユ
壬
…
ｏ
ｑ
竃
｛

（
大
薮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
　
（
六
九
七
）

‘
　
　
一

’
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Ｈ
」
曽
巨
婁
｛
ユ
ｏ
ｏ
ｏ
プ
｝
津
目
目
ｑ
オ
四
巨
◎
■
凹
曇
斤
◎
■
◎
昌
庁
．
－
◎
ｏ
墨
～
－
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
）
に
お

　
い
て
は
、
自
然
的
利
子
率
（
墨
ｇ
；
９
亀
§
易
乏
３
決
定
の
問
題
が
取

扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
労
働
生
産
物
（
こ
れ
は
チ
ュ
ー
ネ
ソ
に
あ
っ

て
は
、
農
場
の
総
生
産
物
か
ら
、
農
場
を
永
続
的
に
緯
持
す
る
に
必
要
た

部
分
と
企
業
利
潤
と
地
代
と
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。
）
が
資
本
と
労
働

と
に
分
割
さ
れ
る
法
則
が
間
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
チ
ュ

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
ー
ネ
ソ
は
、
自
然
的
利
子
率
を
決
定
す
る
法
則
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
し
か
し
な
が
ら
、
利
子
は
、
貨
幣
が
資
本
と
し
て
特
殊
の
使
用
価
値

を
有
す
る
商
品
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
資
本
の
借
主
が
貸
主
に
支
払
う

と
こ
ろ
の
、
利
潤
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
最
高
限
は
利
潤
の
大
き

さ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
利
子
の
高
さ
を
決
定
す
る
「
自
然

．
的
」
な
比
率
は
存
在
せ
ず
、
単
に
貨
幣
資
本
の
需
要
と
供
給
に
よ
っ
て
、

そ
の
時
々
に
決
定
せ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
こ

　
の
試
み
は
全
く
無
意
味
で
あ
っ
た
。

　
　
旧
地
代
論

　
　
地
代
論
は
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
論
の
中
心
を
た
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

彼
の
立
地
論
と
の
関
聯
に
お
い
て
理
解
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
地
代
論
に
お
い
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
、
土
地
所
有
者
と
資
本
家
と
が
一

　
人
格
に
統
一
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
主
義
酌
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
　
（
六
九
八
）

特
質
を
、
そ
の
理
論
の
中
に
且
一
体
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
地
代
が
、
農
場
に
投
下
さ
れ
た
資
本
利
ヱ
，
一
を
も
含
ん

で
い
る
点
を
批
糾
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
農
場
所
得
（
昌
○
○
阜
鷺
巨
斤
ま
津
ｏ
）
は
土
地
そ
の
も
の
が
生
む
と

こ
ろ
の
収
益
と
厳
密
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
－
…
建
物
、
木

材
、
柵
そ
の
他
す
べ
て
土
地
と
分
離
し
う
べ
ぎ
有
価
物
の
価
格
の
利
子

を
農
場
所
得
よ
り
差
引
い
て
残
る
も
の
、
す
た
わ
ち
土
地
自
身
に
属
す

る
も
の
を
、
私
は
土
地
地
代
（
畠
ｏ
■
豊
宇
彗
帝
）
と
名
づ
け
る
。
」
（
近

藤
廉
男
訳
「
弧
立
国
」
日
本
評
論
新
杜
刊
第
一
か
冊
一
四
～
五
頁
）
と
。

こ
こ
で
は
地
代
と
利
潤
と
が
区
別
せ
ら
れ
ず
、
土
地
地
代
の
概
念
の
下

に
一
括
し
て
把
握
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
の
一
般
的
形
態
が

表
玩
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
地
代
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
彼
は
土
地
の
肥
沃
度
の
差
と

市
場
か
ら
の
巨
離
を
あ
げ
て
い
る
。
（
「
弧
立
国
」
で
は
、
肥
沃
度
の
一

定
が
候
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
専
ら
市
場
か
ら
の
巨
離
が
間
題
で
あ
る
。
）

す
な
わ
ち
チ
ュ
ー
ネ
ソ
で
は
差
額
地
代
の
説
明
が
中
心
で
あ
っ
て
、
絶

対
地
代
に
。
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
分
析
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の

搾
坂
に
ょ
っ
て
生
ず
る
剰
余
価
値
の
一
般
的
形
態
を
利
潤
と
し
て
把
握

－

山
一川Ｌ

＾一山

一
一…



し
、
地
代
を
平
均
利
潤
を
超
え
る
．
超
過
利
潤
の
転
化
形
態
と
し
て
い
　
　
　
に
、
そ
れ
臼
体
と
し
て
は
不
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

る
。
こ
の
こ
と
を
理
解
し
な
か
っ
た
点
に
チ
ュ
ー
ネ
ソ
が
、
地
代
を
資
　
　
　
ル
ッ
ク
が
こ
こ
に
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
労
賃
論
を
分
析
す
る
の
は
、
「
新
口

本
に
よ
る
労
働
の
搾
坂
に
ょ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
て
、
市
場
か
　
　
　
シ
ュ
ト
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
」
誌
の
代
表
者
が
、
「
チ
ュ
ー
ネ
ソ

ら
の
匝
離
の
差
や
土
地
の
肥
沃
度
の
優
越
か
ら
生
ず
る
も
の
と
し
た
理
　
　
　
を
科
学
的
杜
会
主
義
以
前
の
最
後
の
空
想
的
杜
会
主
義
者
と
呼
び
、
マ

ー
山
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ク
ス
の
賃
金
諭
と
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
見
解
の
綜
合
を
し
よ
う
と
し
て
い

　
こ
の
地
代
論
と
関
聯
し
て
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
理
論
の
特
巴
を
な
す
立
地
　
　
　
る
。
」
（
９
Ｈ
畠
）
か
ら
で
あ
る
。

論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、
一
八
七
五
年
九
月
二
一
日
付
の
マ
ル
ク
ス
の
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ

　
最
後
に
一
八
六
八
年
三
月
六
日
の
ク
ー
ゲ
ル
マ
ソ
宛
の
手
紙
で
マ
ル
　
　
　
ー
宛
の
手
純
に
よ
っ
て
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
に
た
い
す
る
マ
ル
ク
ス
の
輿
味

ク
ス
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
一
人
の
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
似
ユ
ソ
カ
ー
　
　
　
あ
る
評
価
を
見
よ
う
。
「
私
は
常
に
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
ド
イ
ツ
の
経
済

が
（
と
に
角
ド
イ
ツ
的
な
思
考
の
卓
越
性
を
も
っ
て
）
彼
の
テ
ロ
ー
農
　
　
　
学
者
の
中
で
は
殆
ん
ど
唯
一
の
例
外
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の

場
を
農
村
と
見
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
↓
ユ
ヴ
ニ
ー
リ
ソ
を
都
市
と
し
　
　
　
は
彼
等
の
中
に
は
自
立
的
な
、
主
体
的
研
究
者
を
見
出
す
こ
と
は
非
常

て
取
扱
い
、
こ
の
前
提
か
ら
出
発
し
て
、
観
察
、
微
分
計
算
、
実
際
的
　
　
　
に
稀
だ
か
ら
で
す
。
若
し
も
『
労
賃
』
の
問
題
に
お
け
る
私
達
の
見
地

簿
記
等
々
の
助
げ
に
よ
っ
て
リ
ヵ
ー
ド
の
地
代
論
を
み
づ
か
ら
構
成
し
　
　
　
が
本
質
的
に
相
違
し
て
い
た
い
と
す
れ
ば
、
私
は
あ
た
た
の
序
文
の
す

た
。
こ
の
こ
と
は
尊
敬
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
馬
鹿
げ
た
こ
と
　
　
　
べ
て
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
チ
ュ
ー
ネ
ソ
と
あ
な
た

セ
あ
る
。
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
身
と
は
、
労
賃
を
現
実
の
関
係
の
直
接
の
表
現
と
し
て
榊
察
し
て
い

　
向
白
然
労
賃
論
　
　
杜
会
主
義
に
た
い
す
る
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
立
場
と
　
　
　
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
そ
れ
を
、
本
質
的
に
そ
の
表
現
か
ら
区
別
さ
れ

　
　
彼
の
哲
学
的
見
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
こ
ろ
の
経
済
的
内
容
を
隠
蔽
す
る
、
単
な
る
現
象
形
態
と
し
て
観

　
ル
ッ
ク
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
労
賃
論
の
分
析
恨
そ
れ
が
「
資
本
主
　
　
　
察
し
ま
す
。
」
（
¢
－
ミ
）
と
。

義
的
生
産
様
式
の
一
面
を
述
べ
る
に
も
適
さ
な
い
。
」
（
¢
Ｈ
畠
）
た
め
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
古
典
派
経
済
学
の
誤
り
を
受
継
い
で
労

　
　
　
Ｈ
．
ル
ッ
ク
『
Ｊ
・
Ｈ
・
ｖ
・
チ
ユ
ー
ネ
ソ
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
三
　
（
六
九
九
）

一
　
峠
　
・

メ
・
－
．

１
三
，
ギ
汽
ｕ
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働
と
労
働
力
の
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼

は
現
象
形
態
の
み
を
見
て
、
剰
余
価
値
の
源
泉
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
「
労
働
の
価
値
は
労
働
者
の
賃
金
に
等
し
い
」

、
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
若
し
も
労
働
者
が
「
労
働
の
価
値
」
を
全

蔀
受
取
っ
た
た
ら
ば
、
資
本
家
の
取
分
た
る
剰
余
価
値
が
な
く
な
る
と

い
う
点
に
お
い
て
、
ま
た
労
働
は
価
値
を
つ
く
り
出
し
は
す
る
が
、
み

、
り
か
ら
は
価
値
を
持
た
ず
、
価
値
を
も
っ
て
い
る
の
は
労
働
力
で
あ
る

と
い
う
点
で
誤
っ
て
い
る
。
結
局
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
労
賃
論
は
古
典
学
派

の
誤
り
を
受
継
い
で
、
資
本
主
義
に
お
げ
る
搾
取
の
原
因
を
研
究
せ
ず
、

む
し
ろ
そ
れ
を
隠
蔽
す
る
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
米

る
。
チ
ュ
ー
ネ
ソ
が
複
雑
な
計
算
の
結
果
つ
く
り
あ
げ
た
、
白
然
労
賃

の
公
式
＞
Ｈ
＼
告
は
労
賃
Ａ
が
労
働
生
産
物
Ｐ
に
比
例
し
て
決
定
せ

ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
企
業
地
主
と
労

働
者
と
の
利
害
の
共
通
性
を
説
く
彼
の
理
論
の
弁
護
論
的
性
格
を
見
る

こ
と
、
か
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
ル
ヅ
ク
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
労
賃
公
式
を
一
つ
の

ユ
ー
ト
ピ
ヤ
で
あ
る
と
し
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
ユ
ー
ト
ピ
ヤ
祉
会
主
義
者

，
で
あ
る
と
す
る
「
新
ロ
シ
ュ
ト
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
」
誌
の
見
解

を
批
判
す
る
と
共
に
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
白
身
が
空
想
的
杜
会
主
義
者
フ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
　
（
七
〇
〇
）

リ
ェ
を
批
判
し
て
い
る
点
を
あ
げ
て
、
こ
の
見
解
に
反
対
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
哲
学
、
国
家
、
杜
会
観
に
も
若
干
ふ

れ
て
い
る
。

　
第
四
節
で
ル
ッ
ク
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
方
法
論
を
間
題
と
し
「
『
孤

立
国
』
に
お
い
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
、
あ
た
え
ら
れ
た
現
象
と
し
て
の
土

地
の
資
本
主
義
的
経
営
と
、
資
本
主
義
的
農
業
生
産
の
目
的
か
ら
出
発

し
た
。
彼
は
資
本
主
義
的
生
産
過
程
の
基
礎
と
資
本
主
義
的
生
産
様
式

の
経
済
法
則
を
間
題
と
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
彼
に
よ
っ
て
適
用

さ
れ
た
孤
立
化
方
法
は
、
科
学
的
抽
象
の
方
法
で
は
な
か
っ
た
。
」
「
孤

立
化
方
法
は
科
学
的
抽
象
の
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
あ
た
え

ら
れ
た
生
産
様
式
の
本
質
が
そ
れ
を
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
影
響
か
ら
独

立
に
把
握
さ
れ
、
絞
述
さ
れ
る
。
し
か
し
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
、
商
品
生
産

と
し
て
の
資
本
主
義
的
生
産
の
本
質
を
除
外
し
た
。
そ
の
原
因
と
矛
盾

を
研
究
せ
ず
、
利
潤
生
産
と
し
て
の
そ
の
現
象
形
態
を
研
究
し
た
。
」

（
ｃ
○
・
お
Ｈ
）
と
批
判
し
て
い
る
。

以
上
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
論
に
た
い
す
る
ル
ッ
ク
の
批
判
を
簡
単
に
述

べ
て
み
た
。
問
題
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
ル
ヅ

ク
の
寂
述
も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
の
で
、
意
を
つ
く
さ
な
い
点
が

■

＾“
止



あ
４
、
か
最
後
に
若
干
感
想
を
述
べ
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
声
く
。
弓
プ
ま
彗
一
ご
げ
胃
民
Ｏ
■
ぎ
艘
｝
－
；
尾
Ｏ
ぎ
窮

　
ル
ツ
ク
が
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
マ
ル
ク
ス
ヤ
義
的
立
場
か
ら
批
判
し
て
　
　
　
　
　
　
　
穴
『
＆
茅
苫
８
旨
巨
く
８
巨
彗
ぎ
蟹
目
邑
亭
胃
ｏ
げ

「
汽
木
主
義
灼
ユ
ソ
カ
ー
経
営
の
珊
論
宗
」
と
す
る
根
木
的
立
場
に
つ
　
　
　
　
　
撃
＆
冒
昌
；
胴
Ｏ
窃
勺
註
己
考
ゆ
Ｈ
け
窃
｛
雪
冒
９
区
彗
ヴ
冒
ー

い
て
は
具
人
舳
は
穴
い
。
し
か
し
チ
ュ
ー
ネ
ソ
理
諭
の
細
部
の
批
判
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
Ｑ
庁
争
彗
■
彗
ｑ
窪
ぴ
ｑ
睾
胃
・
肉
（
ゑ
Ｏ
鼻
Ｈ
Ｏ
・
ミ
。

い
て
は
こ
れ
で
十
分
と
は
云
え
た
い
で
あ
ろ
・
）
。
そ
の
際
、
チ
ュ
ー
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

ソ
〃
沽
の
す
ぐ
れ
て
農
芙
縦
営
学
舳
性
格
を
考
慮
す
る
必
婁
、
か
お
る
の

で
は
あ
る
ま
い
か
、
た
と
え
ぼ
、
ル
ッ
ク
の
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
方
法
沽
に
　
　
　
　
第
■
市
で
ル
ッ
ク
は
、
ま
ず
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
時
代
に
、
チ
ュ
ー

た
い
す
ろ
批
判
に
閑
聯
し
て
い
え
ば
、
経
済
学
と
経
営
学
と
で
は
ン
、
の
　
　
　
ネ
ソ
の
学
一
訳
が
ド
ィ
ッ
帝
国
主
義
の
支
配
計
、
両
に
如
何
に
利
用
さ
れ
た

方
法
に
ほ
か
ら
水
火
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
賃
木
ネ
義
的
な
畏
業
杜
　
　
　
か
を
述
べ
、
次
に
現
在
の
西
ド
ィ
ツ
の
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
が
「
ヨ
ー
口

営
学
で
は
、
一
応
汽
木
干
義
杜
会
を
…
捉
と
し
て
、
エ
、
の
上
で
、
経
営
　
　
　
ツ
バ
農
業
同
蝋
」
の
構
想
と
結
び
っ
い
て
、
そ
の
帝
因
主
義
的
政
策
の

が
蚊
大
の
利
洲
を
あ
げ
ゐ
た
め
に
は
、
如
何
に
経
常
の
く
□
理
化
を
す
れ
　
　
　
理
諭
，
…
基
礎
づ
げ
に
利
■
川
さ
れ
て
い
る
点
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
・
て

ば
よ
い
か
が
閉
蜘
で
山
め
る
。
従
っ
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
方
法
も
二
帆
に
誤
　
　
　
最
後
に
、
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
、
特
に
Ａ
・
ぺ
－
タ

り
で
あ
る
と
附
ず
わ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ゼ
ソ
を
中
心
と
す
る
「
新
ロ
シ
ュ
ト
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
」
誌

　
ま
た
労
賃
人
洲
に
閑
聯
し
て
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
諭
で
は
労
賃
の
決
定
　
　
　
の
批
判
と
、
新
し
い
杜
会
主
義
的
農
茱
経
済
学
に
つ
い
て
の
若
干
の
桁

は
利
、
寸
卒
の
決
定
を
荷
捉
と
し
、
そ
れ
を
離
れ
て
は
理
解
で
き
な
い
。
　
　
　
摘
な
も
っ
て
本
評
は
終
っ
て
い
る
。

ル
ヅ
ク
の
よ
う
に
、
利
、
寸
率
と
労
賃
と
を
別
々
に
諭
ず
る
こ
と
に
は
問
　
　
　
　
一
九
五
〇
年
、
Ａ
・
ぺ
ー
タ
ー
ゼ
ソ
は
、
、
ベ
ル
リ
ソ
の
ド
ィ
ッ
科
学

題
、
か
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヵ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
「
新
ロ
シ
ュ
ト
ッ
ク
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
要
す
る
に
今
後
の
い
一
∴
パ
た
め
に
は
今
少
し
詳
細
な
内
在
的
批
判
が
　
　
　
成
果
を
報
告
し
た
。
こ
れ
を
ル
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
こ
の

必
要
で
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
で
は
「
古
い
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
の
成
果
の
分
析
に
よ
る
、
今
ま
で

　
　
　
Ｈ
・
ル
ツ
ク
『
Ｊ
・
Ｈ
．
ｖ
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』
（
犬
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
五
　
（
七
〇
一
）

’
　
，
．

｛
１

１
　
竃
　
－
　
　
　
　
　
　
　
．
、
サ



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
五
号
）

に
知
ら
れ
た
チ
ュ
ー
ネ
ソ
像
の
新
し
い
解
釈
が
問
題
で
は
た
く
て
、
今

ま
で
の
不
完
全
な
チ
ュ
ー
ネ
ソ
像
を
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
新
し
い

諸
関
係
と
結
び
つ
け
、
ま
た
杜
会
主
義
建
設
の
課
題
と
結
び
つ
け
る
試

み
が
間
魎
で
あ
る
。
Ｌ
（
９
Ｈ
８
）
と
。

　
ぺ
ー
タ
ー
ゼ
ソ
の
こ
の
試
み
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
論
の
資
本
主
義

的
内
宥
を
否
定
し
、
彼
の
理
論
を
「
超
時
代
的
」
（
黒
三
易
）
な
も
の
と

考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
お
っ
た
。

　
こ
の
点
を
ぺ
－
タ
ー
ゼ
ソ
自
身
の
言
葉
で
示
し
て
み
よ
う
。

　
彼
は
一
九
四
四
年
に
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
立
地
論
を
「
国
民
経
済
の

全
有
機
体
へ
の
農
業
の
組
入
れ
の
学
」
（
リ
ミ
Ｈ
）
と
規
定
し
て
、
チ
ュ

ー
ネ
ソ
の
理
論
の
資
本
主
義
的
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
る

に
一
九
五
〇
年
に
は
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
立
地
論
は
「
何
処
で
、
如
何
た

る
範
閉
に
、
ど
の
よ
う
な
組
合
せ
で
、
ま
た
ど
の
よ
う
た
集
約
度
で
、

様
々
の
災
業
生
産
物
が
生
産
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
に
答
え
る
も
の
で

あ
り
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
「
そ
れ
故
に
、
今
目
、
国
民
経
済
内
部
の
計
画

の
時
代
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
経
済
の
空
問
的
秩
序
の
学
を
基

礎
づ
け
た
。
」
（
ｃ
り
．
Ｈ
ミ
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
す
た
わ
ち
ぺ
ー
タ
ー
ゼ
ソ
は
、
チ
ェ
ー
ネ
ソ
の
立
地
論
が
資
本
主
義

で
も
礼
会
主
義
で
も
、
農
業
生
産
の
組
織
化
に
た
い
し
て
同
一
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六
　
（
七
〇
二
）

を
も
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
た
い
し
て
ル
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
「
す
べ
て
Ｑ

生
産
様
式
に
お
い
て
、
そ
の
杜
会
的
内
容
と
は
独
立
に
、
労
働
過
程
の

機
能
と
し
て
の
生
産
諸
力
の
配
分
が
た
さ
れ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
そ
，

の
生
産
諸
力
の
配
分
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
専

ら
そ
の
時
々
の
生
産
諸
関
係
に
・
．
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
一
般
的
な
立
地
．

論
は
存
在
し
な
い
。
…
…
（
農
業
部
門
を
も
含
め
て
）
国
民
経
済
の
各

部
門
へ
の
生
産
請
手
段
と
労
働
諸
力
の
、
資
本
主
義
の
下
に
存
在
す
る

配
分
は
、
専
ら
生
産
の
規
制
者
と
し
て
の
価
値
法
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
、

れ
る
。
価
他
法
則
は
生
産
価
格
に
作
用
す
る
。
そ
し
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
は
、

こ
の
間
題
を
研
究
し
、
資
本
主
義
的
農
業
生
産
に
た
い
す
る
価
格
の
影

響
を
研
究
し
た
。
」
（
９
Ｈ
Ｓ
）
し
か
る
に
杜
会
主
義
杜
会
で
は
、
生
産

諸
手
段
と
労
働
諸
刀
と
の
配
分
は
「
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
に

従
属
す
る
と
こ
ろ
の
、
国
民
経
済
の
計
画
的
た
均
衡
的
発
展
の
法
則
に

従
う
。
」
（
Ｏ
Ｏ
．
Ｈ
邊
）
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
を
杜
会
主
義
的
農
業
経
済
学
の
基
礎
に

お
こ
う
と
す
る
べ
－
タ
ー
ゼ
ソ
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
ッ
ク

は
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
の
穣
極
的
意
義
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ル
ッ
ク
の
い
う
よ
う
に
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の
理
論
の
ユ
ソ

Ｌ
」

“」

１
一

’

山＾

山

、
一

｛ビム
“
詐



カ
ー
…
性
格
を
否
定
し
て
趨
時
代
的
な
も
の
と
考
え
、
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
の
形
で
杜
会
主
義
的
農
業
経
済
学
の
某
礎
に
お
一
亡
）
と
す
る
試
み
は

誤
り
で
お
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
チ
ュ
ー
ネ
ソ
研
究
に

は
何
の
芯
味
も
た
い
と
す
る
の
は
行
ぎ
す
ぎ
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の

理
諭
は
資
本
主
義
的
農
業
経
営
の
理
諭
と
し
て
、
最
大
眠
の
「
純
収
益
」

を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
如
何
に
経
営
を
△
口
理
化
す
れ
ば
よ
い
か
と
い

う
閉
魍
に
答
え
る
も
の
で
お
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
意
味
を
も
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
資
本
主
義
的
経
営
合
理
化
の
た
め
の
多

く
の
経
営
技
術
的
な
考
察
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
新
し
い
目
的
、

す
な
わ
ち
「
杜
会
全
体
の
た
え
ず
増
大
し
て
い
く
物
質
的
欲
望
と
文
化

的
欲
虫
と
を
最
大
隈
に
み
た
す
」
．
た
め
に
経
営
を
如
何
に
合
理
的
に
組

織
す
る
か
と
い
う
間
融
の
解
決
に
た
い
し
て
も
何
等
か
の
参
考
に
な
る

も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
な
し
に
は
杜
会
主
義
的
農
業

経
済
学
、
た
ら
び
に
農
業
経
営
学
の
形
成
が
な
さ
れ
た
い
と
い
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
す
で
に
杜
会
主
義
的
生
産
閑
係
が
存
在
し
、
杜
会
主
義

の
基
木
舳
経
済
法
則
が
作
用
し
始
め
て
い
る
限
り
、
そ
の
経
験
を
理
論

的
に
総
括
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
杜
会
主
義
的
農
業
経
済
学
は
つ
く
り
出

さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
と
も
に
、
従
来
の
農
業
経
済
学
の
成
果
を
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

判
的
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
科
学
は
よ
り
実
り
豊
か
な

　
　
　
Ｈ
・
ル
ヅ
ク
『
Ｊ
・
Ｈ
・
ｖ
・
チ
ユ
ー
ネ
ソ
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』

も
の
と
た
る
で
お
ろ
う
。

　
こ
れ
と
悶
聯
し
て
、
畏
業
経
済
学
に
つ
い
て
の
ル
ッ
ク
の
見
解
を
若
、

干
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
ル
ッ
ク
は
「
杜
会
主
義
的
農
業
経
済
学
は
理
論
と
し
て
の
政
治
経
済

学
の
一
部
門
で
は
な
い
、
そ
れ
は
政
治
経
済
学
の
理
論
的
知
識
か
ら
出

発
し
、
農
業
に
お
け
る
経
沽
法
則
の
作
用
を
研
究
す
る
。
」
（
０
０
・
Ｈ
Ｃ
．
Ｈ
）
と

述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
農
業
経
済
学
は
、
農
業
に
お
け
る
生
産

関
係
と
、
そ
こ
に
作
周
す
ろ
経
済
法
則
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
っ
て
、

一
般
的
な
理
論
経
済
学
で
は
な
い
が
、
理
論
経
済
学
を
各
部
門
に
お
い

て
豊
宮
に
す
る
と
い
う
な
味
で
の
部
門
経
済
学
を
形
成
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
理
論
経
済
学
の
一
部
と
い
っ
て
差
支
え
あ
る
ま
い
。

　
次
に
彼
は
農
業
絡
済
学
と
農
業
経
営
学
と
の
問
の
区
別
を
し
て
い
な

い
。
す
た
わ
ち
、
彼
は
杜
会
主
義
的
農
芙
経
済
学
の
対
象
は
「
農
業
の

杜
会
主
義
的
セ
ク
タ
ー
に
お
げ
る
杜
会
主
義
の
経
済
法
則
の
作
用
と
、

私
的
セ
ク
タ
ー
に
た
い
す
る
そ
の
影
響
を
研
究
し
、
杜
会
主
義
的
経
営
。

と
し
て
の
Ｖ
Ｅ
Ｇ
，
Ｍ
Ｔ
Ｓ
、
」
Ｐ
Ｇ
の
経
済
活
動
の
共
通
の
揖
標
を
、

引
出
し
、
農
業
労
働
の
組
織
と
計
画
化
に
。
お
け
る
相
違
と
農
業
の
国

家
的
、
協
同
細
合
的
、
私
的
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
生
産
物
の
分
配
を
絃

述
す
る
。
Ｌ
（
Ｏ
り
・
Ｈ
・
◎
Ｎ
）
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
チ
ロ

（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
七
　
（
七
〇
三
）

露
汽
に
鱗
虹
叡
ポ
一
書



　
　
　
立
命
姑
総
済
字
（
第
五
巻
・
第
五
暑
）

ル
ド
の
次
の
批
判
が
適
切
で
お
る
。
「
こ
の
叙
述
で
は
た
に
よ
り
も
ま

ず
、
新
し
い
畏
業
経
済
学
に
つ
い
て
の
今
ま
で
の
論
争
の
状
態
か
ら
、
明

ら
か
に
二
つ
の
方
面
が
、
Ｋ
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
十
分
考
慮
さ

れ
て
い
。
、
八
い
。
第
一
に
、
農
業
絡
済
学
は
閑
民
縦
済
の
一
部
門
と
し
て

の
八
ん
忙
．
人
に
お
け
る
縦
済
法
川
の
作
用
を
研
究
す
る
。
そ
し
て
そ
こ
か

ら
、
壮
沽
故
峻
、
そ
し
て
特
に
農
業
，
政
災
に
お
い
て
、
こ
の
法
則
、
か
ど
の
よ

う
に
利
川
さ
れ
、
適
川
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
か
の
結
諭
を
引
出
す
。
第

二
に
、
州
一
別
廿
…
次
朴
入
ム
十
工
義
的
農
批
八
炊
阯
〃
篶
に
た
い
・
す
る
終
一
済
｝
法
則
一
の
〃
〃

郷
、
一
と
作
川
を
研
究
し
、
外
、
帷
の
細
繊
、
緑
営
総
付
、
経
営
伽
皮
、
労
働

細
繊
、
計
州
化
、
計
算
讐
の
正
し
い
方
法
を
見
山
す
こ
と
も
ま
た
農
業

深
桁
学
の
諏
胆
で
あ
る
。
そ
の
除
、
李
ち
ろ
ん
一
般
的
に
、
す
べ
て
の

朴
会
・
工
義
舳
農
災
経
営
に
あ
一
て
は
ま
る
桁
摘
を
し
、
し
か
る
後
、
Ｖ
Ｅ

Ｇ
、
」
Ｐ
Ｇ
，
Ｍ
Ｔ
Ｓ
の
特
殊
仕
、
か
考
、
版
さ
れ
ね
ぼ
た
ら
な
い
。
こ
の

二
り
の
伽
城
、
か
、
統
一
的
な
農
以
、
八
粍
済
学
の
各
部
分
で
あ
る
の
か
ま
た

ば
…
布
の
対
象
を
も
つ
〔
立
的
な
科
学
で
お
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

だ
．
｝
り
か
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
様
々
の
見
解
が
あ
る
。
」
と
。

　
吏
に
ル
ッ
ク
、
は
農
業
縦
済
学
と
農
業
政
策
と
を
一
混
同
し
て
い
る
。
た

と
え
ぼ
彼
は
、
杜
会
主
義
的
農
業
経
済
学
の
課
題
と
し
て
「
農
業
に
お

け
ゐ
Ｎ
宗
的
な
ら
び
に
協
同
細
△
〔
的
セ
ク
タ
ー
の
牛
産
を
発
腿
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八
　
（
七
〇
四
）

こ
と
Ｌ
と
か
「
経
済
的
手
段
に
よ
っ
て
労
例
有
陪
級
と
勤
労
農
民
と
の

同
蝋
を
強
化
す
る
た
め
に
、
農
業
の
私
的
セ
ク
タ
ー
の
た
め
の
因
家
的

開
拓
計
蘭
の
シ
ス
ー
ア
ム
を
っ
く
る
こ
と
」
（
じ
．
Ｈ
ｏ
。
い
）
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
が
、
こ
れ
、
に
災
一
未
以
穴
の
訣
む
で
お
っ
て
、
農
業
経
済
学
は
Ｗ
早
に
農

業
に
お
け
る
緑
汽
汰
則
を
科
字
的
に
研
究
し
、
政
策
樹
立
の
た
め
の
桁

針
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
ぎ
ろ
に
す
ぎ
な
い
。

　
最
佼
に
ル
ッ
ク
、
は
、
火
ド
イ
ツ
に
お
け
る
賞
木
主
義
か
ら
祉
会
主
義

へ
の
辿
減
期
に
照
芯
し
で
、
、
農
茉
の
朴
会
十
工
義
的
な
砿
化
を
規
定
し
て

い
る
形
態
で
お
る
と
こ
ろ
の
、
農
一
、
パ
ル
∴
炭
協
同
組
合
の
研
究
の
．
重
婁
性

を
強
調
し
て
い
ろ
。

　
農
業
生
産
脇
Ｎ
組
介
は
、
理
花
で
、
は
三
つ
の
形
熊
の
所
有
に
某
ず
く

農
氏
的
閉
品
経
沽
で
あ
る
。
最
も
篶
妥
な
仁
産
手
段
に
た
い
す
る
因
家

的
所
有
は
（
Ｍ
一
Ｔ
Ｓ
に
集
巾
さ
れ
て
い
る
）
協
同
組
合
的
生
産
の
某
礎

で
あ
る
。
脇
同
細
く
ｎ
的
所
有
な
協
同
労
働
の
納
呆
で
あ
る
。
そ
れ
は
協

同
細
く
□
の
労
側
の
糺
会
灼
■
織
の
某
礎
で
あ
り
、
労
例
給
付
に
応
じ
て

の
分
酎
の
法
則
に
よ
る
、
生
産
物
分
配
の
某
に
を
な
し
て
い
る
。
ま
た

土
地
に
七
い
す
る
私
的
所
有
は
、
労
働
の
朴
会
的
刈
織
と
分
祀
の
形
態

を
妨
げ
る
こ
と
な
し
に
、
労
例
締
付
に
応
じ
て
の
分
配
の
法
則
な
修
正

し
て
い
ろ
。
こ
の
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
チ
ロ
ル
ド
の
次
の
’
、
十
）
た
批

ＩＬ

一
」

一＾一

ポ＾
」



判
、
が
あ
る
。
「
協
同
組
〈
□
的
－
杜
会
主
義
的
所
有
の
結
果
、
労
働
給
付
分

配
の
原
則
は
、
国
家
的
セ
ク
タ
ー
と
は
違
っ
た
形
で
適
に
応
じ
て
の
用

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
」
Ｐ
Ｇ
に
お
げ
る
土
地
の
私
的
所

有
は
こ
の
法
則
を
修
正
す
る
の
で
は
な
い
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
の

咋
川
範
囲
を
制
眼
し
、
そ
れ
と
。
花
ん
で
な
お
部
分
的
に
、
資
本
主
義
的

な
、
生
産
手
段
に
た
い
す
る
私
的
所
有
に
基
、
ず
い
た
分
配
の
形
態
を
適

　
　
　
　
　
（
三
）

用
さ
せ
る
Ｃ
Ｌ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
（
一
）
　
声
ｏ
ｏ
昌
仁
０
Ｄ
勺
ｏ
ａ
『
己
ｏ
¢
目
…
ｂ
庁
目
ｏ
自
ｏ
『
ｏ
肉
ｏ
０
Ｄ
叶
○
ａ
（
ｏ
『
弓
プ
饒
－

　
　
　
　
箏
¢
■
｛
Ｏ
『
０
０
０
プ
自
自
ひ
ｑ
一
吋
Ｏ
ｈ
－
箏
Ｈ
ゆ
ｑ
Ｎ
一

　
（
二
）
　
尾
．
Ｎ
－
¢
Ｈ
◎
－
〇
一
内
｛
箏
ｏ
Ｈ
｛
蝕
げ
－
｝
一
』
ユ
◎
箏
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
プ
ユ
津
饒
げ
ｏ
ｈ
－

　
　
　
　
申
Ｈ
．
弓
プ
饒
目
¢
目
仁
目
｛
｛
プ
『
Ｏ
ご
ｂ
Ｏ
～
¢
自
け
目
目
ひ
ｑ
｛
饒
「
｛
庁
＞
胴
Ｈ
～
－

　
　
　
　
『
ひ
庁
ｏ
賞
ｏ
Ｈ
旨
｛
斤
一
考
守
房
ｏ
プ
ｏ
ｏ
声
乙
Ｄ
多
、
げ
ｏ
ｏ
¢
自
乙
つ
（
ヴ
胆
饒
プ
、
『
』
Ｈ
ゆ
伽
９

　
　
　
　
ｃ
り
．
ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
．

　
（
三
）
　
向
ヴ
ｏ
自
ら
饒
一
〇
つ
．
○
ｏ
ｏ
ゆ
．

ソ
功
－
経
営
の
珊
論
家
」
と
し
た
点
は
基
本
的
に
云
っ
て
正
し
い
で
あ

ろ
、
）
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
に
い
た
る
過
程
に
お
い
て
、
歴
史
的
部
分

を
扱
っ
た
前
半
と
、
理
論
的
部
分
を
．
坂
扱
う
後
半
と
の
関
係
が
十
分
密

接
で
な
い
、
点
、
チ
ュ
ー
ネ
ソ
理
論
の
分
析
も
、
十
分
に
意
を
尽
し
た
内

在
的
批
判
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
点
、
特
に
農
業
経
済
学
と
農
業
経
営

学
と
の
理
論
的
件
格
の
相
違
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
が
な
い
点
、
農
業

経
済
学
の
理
諭
的
性
格
の
規
定
が
不
正
確
で
あ
る
点
等
を
難
点
と
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
長
い
伝
統
を
も
つ
ド
イ

ツ
農
茉
帖
析
学
の
批
判
的
摂
取
に
よ
っ
て
、
新
し
い
祉
会
主
義
的
農
業

経
済
学
を
形
吠
、
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
緊
急
の
課

駆
で
あ
る
と
共
に
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で

あ
る
。
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
こ
の
問
胆
の
一
脳
の
展
開
を
期
待
す
る
も

の
は
筆
オ
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。
．
　
　
　
（
一
九
五
七
・
一
・
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
附
「
山
〕
　
災
近
…
版
さ
れ
た
、
Ｈ
き
旨
昌
巨
訂
一
内
巷
ま
茅
け
｛
の
ｏ
ざ

　
　
　
　
　
　
四
結
　
　
硲
　
　
　
　
　
　
え
ｇ
。
。
・
き
豪
ま
ｏ
げ
¢
宕
『
彗
寿
８
◎
邑
９
雰
二
一
ｐ
岩
員
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
“
色
一
雪
．
に
は
煎
記
の
論
文
を
も
合
ん
で
い
る
が
、
彼
の
立
場
、
か
よ

　
以
上
、
私
は
ル
ッ
ク
の
チ
ュ
ー
ネ
ソ
批
判
を
第
三
　
第
円
章
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
し
で
、
紹
介
し
た
。
本
書
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
均
か
ら
、
最
初
に
。

チ
ュ
ー
、
不
ソ
の
理
諭
の
秋
本
的
批
判
を
試
み
、
彼
を
「
資
本
主
義
的
ユ

　
　
　
Ｈ
．
ル
ツ
ク
『
Ｊ
．
Ｈ
．
ｖ
．
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
九
　
（
七
〇
五
）

婁
一

二
。
．
　
　
’
∴




